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施設メロンの近紫外線除去フィルム被覆下での

根域制限栽培 

 

 
 

 

 

施設メロンにおいて、近紫外線除去フィル

ム被覆と根域制限を組み合わせた栽培の実用

性を検討しました。 

防根透水シートを用いて深さ20㎝、幅50㎝

に根域を制限して、灌水同時施肥（施肥期間

は定植後70日まで）により栽培を行い、メロ

ンの生育・果実へ及ぼす影響について調査し

ました。 

 

 

その結果、慣行栽培（根域制限なし）と比

べて生育の差はなく、得られた果実はやや小

さくなる傾向にあるものの、目標とする果重

で、外観・内容品質の差はほとんど認められ

ませんでした。 

以上のことから、近紫外線除去フィルム下

で、灌水同時施肥を用いた根域制限栽培は、

施設メロンに適応可能と考えられました。 
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